
第 1721 回例会 

4 月 2 日 №36 

●姉妹クラブ 

 龍仁ロータリークラブ 

 国際ロータリー第 3600 地区 

●姉妹クラブ 

 千曲川ロータリークラブ 

 国際ロータリー第 2600 地区 

●提唱インターアクトクラブ 

 光明学園相模原高等学校 

 インターアクトクラブ 

                                     
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
         
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               

     会長エレクト 

3 月 13 日に開催された PETS に参加して参 
りました。当日は、午前 9:30 の受付開始から 
午後 7:30 までプログラムがギッシリでした。 
 萬田地区研修副委員長により、開会挨拶があ 
あ、菅原ガバナーの点鐘、地区委員会から出席 
者紹介を経て、ガバナー挨拶という運びでした。 
年頭にガバナーより、「例会を楽しい会にす 

る」、「各クラブ 5 名以上の増員」を参加者全員 
に確認されるよう、笑みを浮かべながら問いか 
け、地区全体で 1 月末時点で純増 62 名を報告 
されました。(クラブによっては「笑み」ではな 
く「冷ややかな視線」に感じられた方も居られ 
たのではと思いました) 
発言の中で、ここまでくれば、増強も然る事 

 

 

 

                
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀬戸 裕昭 

ながら退会者にも注意を払うように言われ、「魔 
の 6 月にならぬように･･･」との事でした。 
 続いて相澤ガバナーエレクトより次年度 RI 
テーマ･方針･目標の発表がありました。 
『ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を』 

(ENGAGE  ROTARY  CHANGE  LIVES) 

 2013-14 年度 ロン･バートン RI 会長の紹介 
と国際協議会での印象を話され、かなり大柄な 
方で、握手の際、かなり肉厚だったそうです。 
一方、語り口調は非常に穏やかで、笑みを絶や 
さない方だそうです。 
 RI テーマに基づき、第 2780 地区としては、 
後藤年度、森年度、菅原年度の継続性を更に推 
進し、「ロータリーはクラブが基本」をもって 
 

相模原中ロータリークラブ 
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活性化を推し進め、奉仕の実践･公共イメージと 
認知度向上を目標とする事を、熱く話されました。 
具体的には･･･ 
1.RI 会長テーマの推進 

2.RI 会長重点事項の推進 

    (1)会員増強(拡大) 

    (2)ロータリー財団を通じた人道的奉仕の充実 

    (3)ロータリーファミリーを通じたネットワークの強化 

3.未来の夢計画の推進 

       4.RI 戦略計画の推進 

       5.地区研修委員会、クラブ研修委員会の充実 

       6.奉仕活動推進(3 年後)のためのロータリー財団 

年次寄付 1 人当り US＄200 ドル以上の目標 

     ポリオ撲滅の推進／世界平和フェローシップ 

    7.米山奨学金へ 1 人当り 20.000 円以上の寄付目標 

       8.新世代育成の推進 ローターアクトクラブ、イ 

ンターアクトクラブ新設目標 

    9.ガバナー補佐の役割、責務 

       10.地区幹事･副幹事の役割、責務 

       11.地区･クラブ役員の 18 ヵ月活動環境作り 

       12.東日本大震災復興への支援 
 
     午前最後に基調講演があり、ロータリーの友事 
    務所よりお招きの二神典子さんによる「公共イメ 

ージと認知度の向上について」を拝聴しました。 
一般的に「ロータリー」のイメージは、「社長 

さん達(お金持ち)の集まりで、何かの奉仕活動を 
している」という捕えられ方をしている。これは 
仕方の無い事であり、いわば周知の事実である。 
だからこそ、常に行動を主体とした奉仕を推進 

する事が重要で、決して押し付けだったり、思い 
込みによる活動計画や実施では無く、地域の声や 
意見をシッカリ聴取して行う。こうする事によっ 
て、イメージとブランドの認知を調和させていく 
事が急務であると言われていました。 
また宣伝のアイテムとして HP の事も話され、 

HP はどうしても会員向けに作成されています。 
これを一般の方が閲覧した時に、少しでも興味を 
引くように作成すべきとも言われ、増強しかり、 
認知度しかり、幅広く宣伝する恰好なツールであ 
る事を再認識すべきと強調されてました。 
 昼食を挟んで松宮 RI 理事より「私達のクラブ 
 

 
 

会長年度」として講義があり大変勉強になりまし 
た。「自ら模範を示し導く」、「所属クラブの行事 
だけに参加する会員」、「地区の要請に対する反発 
や拒絶」etc。そういった会員にアプローチするの 
も会長の責務であるようです。 
 その後、クラス別けのあと、分科会 1 部、2 部 
と参加しました。1 部では「クラブ会長の役割と 
責務について」。2 部では「公共イメージと認知度 
の向上について」を協議しました。 
 午後 4 時からは「Ｒ財団･米山奨学委員会につ 
いて」の講義があり、ポリオプラスに関しては、 
常在国があと 3 カ国（パキスタン･アフガニスタ 
ン･ナイジェリア）で、2017 年(財団百周年の年) 
には撲滅宣言を目標(再発症期間 3 年)としている 
事や、次年度本格稼動するグローバル補助金、パッ 
ケージ･グランド、新地区補助金の資金源や寄付金の 
分配比率(DDF や WF)の説明があり、改めて補助 
金プログラムへの参加の重要性を学びました。 
また米山奨学生を次年度は地区全体で 26 名受 

け入れる予定で、相模原中 RC も 1 人予定されて 
いるそうです。 
 ここまでで午後 5 時です。最後に全体会議を行 
い、質疑応答の後、相澤ガバナーエレクトのお礼 
の言葉、菅原ガバナーの点鐘で閉会しました。 
 PETS に参加させて頂き、だいぶ緊張感が迫っ 
て来ました。自分がどれだけロータリーを勉強し、 
理解できているかは計り知れません。が、滅多に 
経験できない境遇ですから、自分に出来る事、持 
っている全て出し切るつもりで責務に当りたく、 
皆様のご指導、ご協力宜しくお願い致します。 
 
 

 

「青少年交換が平和を築く」 

  （ロータリーの友 3 月号、RI 会長メッセージより） 
 朋友ロータリアンの皆さん、私は若い頃、世界 
中を旅したいと思っていました。しかし当時は、 
夢見ることしかできず、海外を遥か遠くの世界の 
ように感じていました。それから、世界は大きく 
変わり、私はロータリーの会長として、かつて夢 
見た以上に世界中を旅しています。 
 初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、 
 



               
      

慣習に出合います。私は行った先々でお目にかか 
    る人から学ぼうと全力で努めています。こう考え 
    ると、青少年交換プログラムの意味がより深く理 
    解できると感じます。青少年交換を通してロータ 

リーが、いかに素晴らしい贈物をしているかが判 
ります。青少年交換は数々の心を開かせ、信頼や 
心の交流を築き、国や背景が異なる人々と一つに 
することができます。 

青少年交換に参加した若い人達は皆、多くのこ 
とを学び、別人のようになって帰国します。彼ら 
はもはや一つの言語、文化を知っているだけでは 
なく、訪れた国や出会った他の国の参加者との繋 
がりを持っているのです。こうして青少年交換学 
生たちは、世界で最も大きくて国際的な家族であ 
る、ロータリー家族の一員となります。 

＜紙面上、要約にて掲載。全文はロータリーの友をご参照＞ 

 

    ＜理事会報告＞ 

    

 

 

 
●山本 正司君（相模原グリーンＲＣ） 

     先月のＩＭには多数のご参加、有難うございま 
     した。 

 
 

●江成会長、黛幹事 
①4 月会員誕生日お祝の皆様おめでとうございます。 
②本日の卓話「会長エレクト研修セミナー報告」 
 瀬戸会長エレクト、宜しくお願い致します。 
●竹田 繁会員 
誕生日を祝って頂き、有難うございます。昨日 
で満 67 才になりました。今後も宜しくお願い 
致します。 

●最住 悦子会員 
誕生日を祝って頂き、有難うございます。今年 
は年女です。いい一年にしたいと思います。 

●荻原 利彦会員 
 あっという間の還暦でした。これからも続けら 
れるよう、頑張ります。 

●丸子 勝基会員 
 4 月誕生日を迎えられる竹田さん、最住さん、 
 荻原さん、おめでとうございます。 
●神田 達治会員 
 桜泣かせの冷たい雨です。誕生日祝の竹田さん、 
最住さん、荻原さん、おめでとうございます。 

●阿部 毅 
②会員誕生日の皆様、おめでとうございます。 
●中里 和男会員 
 誕生日祝いの竹田さん、最住さん、荻原さん、 
おめでとうございます。 

●金沢 邦光会員 
また風邪をひいてしまいました。皆さんに移し 

 て帰りたいと思います！ 瀬戸さん、PETS お 
 疲れ様でした。因みに私の時は 2 時間で終了で 
 したが・・。 
●小野 孝会員 
 竹田さん、最住さん、荻原さん、おめでとうご 
 ざいます。 
●横溝 志華会員 
 本日お祝の皆様、おめでとうございます。 
●西島 満会員 
 4 月のお祝、おめでとうございます。竹田さん、 
 最住さん、荻原さんへ！ 
●佐々木 敏尚会員 
①本日誕生日祝を受けられる竹田さん、荻原さん、 
 最住さん、おめでとうございます！ 
②本日の仕事の為、早退させて頂きます。宜しく 
 お願いします。 

 
 

例会報告 

１．第２７８０地区ガバナー事務所より 

①地区Ｒ財団資金 推進委員会からのお願い 

     今年度、年間を通じて 1,000 ドル以上の寄付者 

に対し、「礼状」をもって感謝の意を表したく、 

該当者をガバナー事務所までご連絡下さい。 

②相澤ガバナーエレクトより、財団寄付のお願い 

     PETS の折に、会長エレクト皆様にお願いしまし 

た「ファーストクラス・イニシアティブ」により、リ 

スボン国際大会までに、財団に寄付をお願い致 

します。次年度会長自らが率先して行動を起こ 

して頂きたく、寄付された方はガバナー事務所 

までお知らせ下さい。 

③地区協議会参加部門へのお願い 

・会長部門 1)会長要覧 2)クラブリーダ―シッププラ 

ン「元気なクラブ作りのために」 3)RI の戦略計画 

・クラブ奉仕部門 「クラブ運営の手引き」を事 

前に目を通し、当日ご持参下さい。 

・国際奉仕部門  国際奉仕活動内容の発表準備 

④7720 地区 GSE 来日チーム送別会、2780 地区派 

遣チーム壮行会のご案内 

     日時：4月 14 日（日）17～19 時 場所：江の 

島アイランドスパ 会費：会員のみ 2,000 円   

２．国際ロータリー日本支局より、ロータリーレ 

ートのお知らせ ４月より１ドル＝９４円 

    ３．相模原南ＲＣより、地区協議会ご協力者の件。 

 ご協力者メンバーのご連絡をお願い致します。 

日時：4月 21日（日）10時集合（昼食の準備 

あり） 場所：麻布大学 

 

出席報告 

 

 

 

 

 

●事務局 〒252-0239 相模原市中央区中央 3-12-3 

相模原商工会館３Ｆ 

TEL 042-758-5750 FAX 042-758-1605 

●例会場 相模原市民会館４Ｆ「あじさいの間」 

〒２５２－０２３９  相模原市中央区中央 3-13-15 

TEL 042-752-4710 FAX 042-753-2000

●E-mail: rotary@tbg.t-com.ne.jp 

 

 

＜４月会員誕生日祝＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お祝ショートスピーチ    最住悦子＞ 

 

例会プログラム 

４月 ９日卓話 早川 正彦会員 

  １６日ゲスト卓話「雑誌月間にあたり」 

     地区広報委員 田代恭子氏（箱根 RC） 

例会記録 

点  鐘  １２時３０分 

場  所  相模原市民会館「あじさいの間」 

司  会  横溝 志華 副ＳＡＡ 

斉  唱  「国歌君が代」 「四つのテスト」 

ソングリーダー  田後 隆二会員  

エレクトーン演奏 榎本 みどりさん 

ビジター     山本 正司君（相グリーン） 

 

●例会日 毎週火曜日 12:30～13:30 

●編 集（親睦活動委員会）  

委員長   阿部  毅 

副委員長  櫻内 康裕 

委 員  甲斐美利、菊地啓之、豊岡 淳、早川正彦 

佐々木敏尚、田後隆二、伊倉正光、松本壽一 

  http://www2.tbb.t-com.ne.jp/rotary/ 

会 員 出席（出席対象22名） 事前メイク者 

３１名 ２４名 ０名 

欠席者 本日の出席率 修正出席率 

３名 ８８．８９％ ９６．３０％ 


